
  移動式廃棄処理事業について   
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２０１２（下半期）～２０１３年度 移動式処理事業の計画 
 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2012年度 2013年度

南部移動式

南京1

武漢

広州

北部移動式

石家荘

ハルビン

2

3

4

5

現在 
（現在中国側との調整中の事項が含まれており、今後変更・修正の
可能性があります。） 

実弾廃棄・除染 

砲弾輸送準備（天津、唐山、寿陽、大同等）＊３） 
 

冬期休止等 実弾廃棄・除染 

 

＊１ 信管付き砲弾を含む。宜昌,岳陽が追加となる可能性あり。 

設備改造工事 

設計（設備収納庫、敷地造成） 

各種調査等実施 

砲弾輸送  
（杭州→安慶） 

各種建設工事 

除染・解体・輸送・据付・組立 

廃棄物処理（無害化）準備・実施 

砲弾輸送（武漢,長沙,

信陽,周口,洛寧） 

砲弾輸送準備 

実弾廃棄・除染 

砲弾輸送          
（安慶,武漢＊１） 

電気炉、沈殿・活性炭
吸着設備運転 

小型燃焼炉運転 

用地選定に関する協議 

＊３ 北京、邯鄲が追加となる可能性あり。 ２ 

小型燃焼炉改修 

＊２ 

＊２ 万が一黄燐弾が混在していた場合の対策。 



中国北部に導入する遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）事業について（石家荘） 

 

〇２０１０年１月に北部移動式処理事業の開始を日中で合意。その後、計画・設計等の調整を実施。 
〇アクセス道路工事を２０１２年３月に着工し、同年６月に完成。 
〇敷地造成・処理設備基礎・管理建物等工事を同年５月に着工し、同年１０月に完成。 

〇移動式処理設備の輸送（日本→石家荘）を８月から開始し、据付組立工事を同年１０月に完了。そ
の後、試運転を実施。 
○２０１２年１２月１２日に廃棄処理を開始し、２５０発を廃棄。 
  （石家荘における処理対象数は、周辺保管庫からの輸送分も含め約１，７００発）。 

○現在は、厳冬期のため、今年春まで廃棄処理を休止し、設備を維持管理中。 
  
 

 

 
 
 
 

【第1処理場（石家荘）経緯及び進捗状況】 

３ 

最初の廃棄を見守る日中関係者     

【今後の見通し】 
 

今年春、廃棄処理を再開するとともに、砲弾輸送、設備の改造を行う予定。 

 廃棄開始式   



中国北部に導入する遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）事業について 

４ 

【第1処理場（石家荘）の状況】 

事務所棟 排ガス設備 チャンバー 

処理場全景 



項目 南部移動式 北部移動式 

本体材質 SS400（炭素鋼） SA203M-E（耐低温鋼） 

排出ノズル材質 SF490A（炭素鋼） SA350LF3（耐低温鋼） 

排出ノズル位置 

鏡板中央 胴部上面 

■爆破チャンバの改良 

 ・北部地域は寒冷地域であるため、低温による強度低下を防ぐため耐低温鋼へ変更 

 ・南京において排出ノズル周辺にクラックが発生したことから、爆破の衝撃が少ない胴部上面へ移動 

■凍結対策 

 ・南京において配管の凍結による破裂が発生したため、配管のヒータ及び保温施工を実施し、冷却水等 

  は不凍液に改良 

項目 南部移動式 北部移動式 

浄水 無 ヒータ＋保温施工 

廃液配管 無 ヒータ＋保温施工 

冷却水／冷水 浄水 
不凍液 

（30％エチレングリコール） 

南部移動式処理設備からの改良点 

５ 



中国北部に導入する遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）事業について（ハルビン） 

６ 

【今後の見通し】 

 

ハルビンについては、引き続き各種計画類の準備を進めるほか、アクセス道路や設備収納庫を含む場内の
設計についても中国側と協議を実施する。 

 

○日中専門家協議 
1月18日にハルビンにて、中国側専
門家の立会を実施し、日本側が提
示している基本設計の内容の説明
を実施。 

【第2処理場（ハルビン）進捗状況】 下図： 第2処理場予定地状況 



一般廃棄物 

７ 

危険廃棄物 
（微量の化学剤を含む 

廃水、爆破残渣、固体廃棄物） 

南部移動式廃棄処理事業（南京）における 
「廃棄物処理（無害化）」事業の流れについて 

危険廃棄物 
（ヒ素を含む弾ガラ、 

焼却灰、汚泥等） 

①
化
学
弾
廃
棄 

南京は昨年６月に化学弾の廃棄事業が終了し、現在は、廃棄物の処理事業（無害化）を
実施中。 

約１５０ｔが対象 

一般廃棄物 

60ℓポリ容器：爆破残渣 約26ｔ 
60ℓポリ容器：可燃物     約 5ｔ 

200ℓドラム缶：廃水 約116ｔ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅ： 
簡易防護衣等 約6ｔ 

処理水 

（化学剤、ヒ素を 

含まない） 

②危険廃棄物処理 
（化学剤を無害化） 

保管庫 

産廃業者 



① 化学弾廃棄 

８ 

約２６ｔ 
60ℓポリ容器約800本 

約１１ｔ 
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅ：約130個 

60ℓポリ容器：約480本 

約１１６ｔ 
ドラム缶約540本 

化学剤・ヒ素の排出基準値をクリア 

全量を処理済（進捗率100%） 
廃水 

（除染水等） 

爆破残渣 

固体廃棄物 
（簡易防護衣等） 

○平成２４年１０月より平成２５年１月まで、南京における廃棄物処理を実施。                       

南部移動式廃棄処理事業（南京）における 
「廃棄物処理（無害化）」事業の実績について 

電気炉設備 

小型焼却炉設備 

沈澱+活性炭吸着設備 

全量を処理済（進捗率100%） 

約０．５ｔを処理済（進捗率5%） 

汚泥、廃砂等 

（高濃度のヒ素を含む） 

弾ガラ、ダスト、酸化処理済液 

（高濃度のヒ素を含む） 

処理水 

焼却灰、洗浄廃水 

（高濃度のヒ素を含む） 

② 

危
険
廃
棄
物
処
理
（化
学
剤
を
無
害
化
） 

保 

管 

庫 

産廃業者 



小型燃焼炉のトラブルと対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型焼却炉設備 

（小型焼却炉） 

-  運転中に小型焼却炉が緊急停止。 
 

- 緊急停止は、炉内圧が急上昇したことに因るもの。
燃焼炉で発生したダストが水分を伴い、フィルター類
の目詰まりを引き起こしたため。 

 

- 他方、原因究明を行うプロセスにおいて、炉内圧変
動への対応が不十分であることも判明。 

 

- 原因・対策等に関し、中国側にも説明の上、現在、
所用の改修（フィルター類の改造（洗浄機能付きダス
トエリミネータの設置）、圧力開放弁の設置等）を実
施中。 

９ 

目詰まりした 
カートリッジフィルター 

○平成２５年４月中旬より、廃棄物処理を再開することで中国側と合意。                       



 

○日中専門家協議 
 1月16日に北京にて、南京から武漢への設備等
の移転、砲弾輸送等についての協議を行った。 
 

○工事等について 

 ・アクセス道路工事、保管庫改造工事は今年度中
に終了予定。 
 
○中国側は、今年中の廃棄開始を重視。 
 

中国南部に導入する遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）事業について（武漢） 

10 

【第2処理場（武漢）進捗状況】 

【今後の見通し】 

 

今年中に廃棄が開始できるよう、中国側と調整。 

○今年上半期に造成工事、基礎工事等を実施。 

○南京での廃棄物処理終了後、設備を武漢に輸送。 

○現時点での処理対象砲弾は241発。 

○砲弾輸送は、７か所（武漢、長沙、信陽、周口、洛寧、
安慶、杭州）の保管庫から武漢処理場内保管庫に輸
送する。信管付き砲弾があるため、複数回に分けて実
施。 

 

武漢周辺保管庫からの砲弾輸送 

注1：（ )内は輸送対象砲弾数  
注2:※は、信管付を含む。 



     

１１ 

 

中国南部に導入する遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）事業について（広州） 

【第3処理場候補地（広州）進捗状況】 
 

○日中協議 
 第2回実施当局間協議（平成24年12月6日）にお
いて広州候補地の土地利用料が高額であることか
ら、別の候補地も探すよう要請した。 
  平成25年1月30日、中国側より、当初考えてい
た広州候補地は、使用できなくなったこともあり、現
在、別の候補地を検討中であるとの回答があった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 

【今後の見通し】 
 

○中国側から検討中の別の候補地については、既
に日本側より確認事項を質問済。 

○平成26年度以降の南部処理事業の進捗を踏ま
え、今後、日中共同で現地調査を行い、所要の準備
を行う予定。 

広州保管庫 



１２ 

（僅かに残る化学剤を分解） （ヒ素を分離・固化） 

焼却灰 

弾ガラ 固化ヒ素 

固化焼却灰 

汚 泥 

土壌 

再
利
用 

④
埋
立
処
分
場 

乾燥汚泥 

金属くず 

「廃棄物処理」の流れ 

② 

化
学
剤
処
理
設
備 

産廃業者 
一般廃棄物 

処理水 一般廃棄物 

処理水 

＊１  汚染物は、今後、内容物を調査して分別した後、処理する。 

（注）  処理水は、産廃業者が別途、処理した後、放流する。 

化学剤残存 ヒ素残存 化学剤・ヒ素なし 例： 化学剤と爆薬残存 

④埋立処分 

③ 

ヒ
素
処
理
設
備 

② 化学剤 

処理設備 

産廃業者 

危険 

廃棄物 

危険 

廃棄物 

危険 

廃棄物 

一般廃棄物 一般廃棄物 一般廃棄物 

③ヒ素廃棄物処理 ②危険廃棄物処理 ①化学弾廃棄 

・運搬 

・焼却 

・埋め立て 

・再利用 

除染水等 

爆破残渣 

簡易防護衣等 

① 

化
学
弾
廃
棄
設
備 

産廃業者 

南京の実施内容 

保 

管 

庫 

運転・解体時の難燃・不燃危険廃棄物等 

発掘・回収時の汚染物（土壌等） ＊１ 

産廃 

業者 

一般 

廃棄物 



平成２５年３月１３日（水） 
第11回遺棄化学兵器処理事業に関する有識者会議 

資料２ 

   ハルバ嶺での事業について      



伊春 × 
×佳木斯 

ハルビン× 

黒龍江省 

吉林省 

遼寧省 

内蒙古自治区 

北京市 

河北省 

山東省 山西省 

江蘇省 
河南省 

安徽省 
上海市 湖北省 

浙江省 

江西省 
湖南省 

福建省 

広東省 広州× 
広西壮族自治区 

×武漢 

×南京 

×石家荘 

平成２４年度における遺棄化学兵器処理主要事業 

◎長春 ○吉林 

○延吉 

▲長白山 

＜吉林省＞ 

○ハルバ嶺地区における砲弾埋設数は、 

 平成14年（2002）探査の結果、 

 推定30～40万発。 

蓮花泡 
× 

×蓮花泡 ハルバ嶺 

ハルバ嶺★ 

○敦化 

1 

★ 

琿春 

 × 

×琿春 



ハルバ嶺事業関連施設 配置図 

五七林道 管理用道路 

警備棟 

管理用道路拡幅 

管理棟 

第１、第２、第３臨時保管庫 

汚染物倉庫 

第４、第５臨時保管庫 
試験廃棄処理設備 建設地 

発掘・回収施設 

2 



完成済の施設 

3 

 

警備棟（H23.9月） 管理棟（H23.11月） 

汚染物倉庫（H24.7月） 第4・第5臨時保管庫（H24.7月） 

管理用道路（H24.7月） 



完成済の施設 (発掘・回収関連） 

２号発掘棟 

１号発掘棟 

回収棟 

4 

附属施設 

発掘・回収施設全景（H24.11月） 

１号発掘棟（H24.11月）    回収棟（H24.11月） ２号発掘棟（H24.11月） 

1号発掘棟 

回 収 棟 
2号発掘棟 

消防水ﾎﾟﾝﾌﾟ室 電気設備棟 



完成済みの施設内観 

5 

1号棟運搬通路 回収棟鑑定作業室 

1号発掘棟発掘作業室   2号発掘棟発掘作業室 

１号坑：１１ｍ×２４ｍ×高さ４ｍの砲弾埋設体積４９７㎥   ２号坑：１０ｍ×２０ｍ×高さ２．５～３．５ｍの砲弾埋設体積２４７㎥ 



ハルバ嶺事業 進捗状況及び今後のスケジュール（予定） 

現在 

（現在中国側との調整中の事項が含まれており、今後変更・修正の可能性があります。） 

6 

９月 １０月 11月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 11月 １２月 １月 ２月 ３月

試験廃棄処理　収納庫建設

　制御爆破方式処理設備

　加熱爆破方式処理設備

管理棟（指揮所、医務室、分析室、食堂）運用

管理用道路舗装整備

電力・通信設備増設

：冬期（12月～3月）（現地における工事は原則として中断）

試
験
廃
棄

共
通

：維持管理

２０１２年 ２０１３年 ２０１４年

ハルバ嶺事業

　　  発掘・回収事業

入札 建設工事（上屋）設計

設計 電力・通信設備増設

設置

備品調達 機器設置

追加施設整備等

国内保管 春

節

国

慶

節

国

慶

節

計画作成等の協議

アスファルト舗装・付帯整備

発掘・回収

運用

保管・移送ユニット化試験等

習熟訓練

春

節

発掘・回収

設置

運用

状況

により

処理

運用機器設置

運用

運用

建設

作動

確認

作動確認輸送

輸送 保管・移送

検収



ハルバ嶺に導入する遺棄化学兵器試験廃棄処理施設の進捗 

・試験廃棄処理設備収納庫（基礎）工事完了。 
・試験廃棄処理設備収納庫（上屋）工事入札へ向けた手続き中。 

【試験廃棄処理場進捗状況】 

【試験廃棄処理設備進捗状況】 

【制御爆破方式】中国天津港に向け主要機器を輸送中。収納庫建設の進捗状況に合わせて設置。 
【加熱爆破方式】同上。 

7 

設備収納庫（基礎）工事完了 設備収納庫完成予想パース 加熱爆破処理設備検収状況 

付属棟 

処理運転棟 

加熱設備収納庫 

制御設備収納庫 



 ハルバ嶺発掘・回収事業における発掘・回収作業工程 
 

1号発掘棟 

保管庫へ 

運 搬 

発  掘 
埋設砲弾 

発  掘 
発掘作業 

エレベーター 

鑑 定（外観、Ｘ線鑑定） 
砲弾の鑑定 

梱包 
密封容器に収納 

輸 送 ・ 保 管 

輸 送 ・ 保 管 
密封金属容器を段ボール箱に収納 

回 収 棟 

8 



発 掘 

 ハルバ嶺発掘・回収事業における発掘・回収作業工程（砲弾運搬） 
 

1号発掘棟 

エレベーター 

平面図 

断面図 

運 搬 

回 収 棟 

回 収 棟 

エレベーター 

鑑
定
・
梱
包
へ 

9 



ハルバ嶺１号発掘棟における発掘作業（第８区画） 

10 

安全確認 砲弾の発掘番号シートの貼付 掘り出し作業 

砲弾の埋設状況 探査 



ハルバ嶺回収棟における回収作業（鑑定） 

11 

砲弾番号ラベルの貼付 X線鑑定装置による鑑定 

X線鑑定装置による鑑定 X線鑑定装置による鑑定 



ハルバ嶺回収棟における回収作業（梱包） 

12 

密封金属容器を段ボール箱に収納 

化学砲弾をアルミラミネート袋に密封 化学砲弾を密封金属容器に収納 

梱包した段ボール箱に梱包箱番号ラベル等貼付 



１号発掘棟 

回 収 棟 

２号発掘棟 

-60Pa 

フ
ィ
ル
タ
ー
室
へ 

フィルター室へ 

フ
ィ
ル
タ
ー
室
へ 

-90Pa 

-60Pa 

-90Pa 

-60Pa 運搬通路 

運搬通路 

１号発掘棟の負圧換気エリア 

２号発掘棟の負圧換気エリア 

回収棟の負圧換気エリア 

空気の流れ 

運搬通路部分断面図 

平面図 

     ２Ｆ 
フィルター室へ 

シャッターが開放された場合 
でも、運搬通路側と回収棟側 
に負圧値の差がない為、大き 
な空気の変動はない。 

 ハルバ嶺発掘・回収施設における負圧管理のゾーニング 
 

13 



 ハルバ嶺発掘・回収事業等における成果と今後の課題 

   

14 

施設建設工事は、機材の未着等のため当初工程より遅延が発生 
 
 
日本側専門家の常駐等による厳格な工程監理や日中双方による協力態勢が必要 
 

公安車両先導 

課題① 

成  果 
発掘・回収期間：11月30日～12月9日 

発掘・回収弾数：砲弾９２発内化学弾８７発 

課題③ 支援機能の追加整備 

冬季作業 
冬期は、給水用配管や除染水の凍結により作業に支障。なお、移動時には事故
の未然防止等の観点から、公安車両による先導を実施 
 
                      
今後の発掘・回収作業は、給水用配管等が凍結しない11月初旬までに終了させ
ることが肝要 

課題② 建設監理 

 ハルバ嶺各施設及び外線を結ぶ通信回線や電力拡張等が不十分 
 
 
 事故等緊急時における通信設備の整備や電力拡張工事等が必要 
 

除染水凍結 



中国各地での発掘・回収事業について   

平成２５年３月１３日（水） 
 第１１回遺棄化学兵器処理事業に関する有識者会議 

資料３ 



１ 

黒龍江省 

琿春 
吉林省 

広東省 

広州 
（明星村） 

● 

２０１２年度中国各地域の発掘・回収事業実施箇所 

寿陽 ● 

山西省 

蓮花泡 

龍井 
● 

● ● 

Ｎｏ．１ 

Ｎｏ．２ 

Ｎｏ．３ 

2012年12月までの回収数 

約５万発 

佳木斯 ● 

Ｎｏ．４ 

Ｎｏ．５※ 

※Ｘ線鑑定事業 

Ｎｏ．５※ 

Ｎｏ．５※ 



２ 

２０１２年度中国各地域の発掘・回収事業 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

2

3

4

5

2013年

佳木斯

琿春

広州市
(明星村)

　　【凡 例】
　　　　日中共同実施 ：
　　　　中国側へ依頼 ：

No.

蓮花泡

Ｘ線鑑定

2012年年月

居住地域（その５）
国

慶

節

事業

道路（その１）

道路（その２）
春

節河川

Ａ地区（その１）

北部（寿陽、龍井） 南部（広州）

復旧工事

工事基本計画の検討

現在 

事業終了 

事業終了 

事業開始 



敦化市（蓮花泡）発掘・回収事業 Ｎｏ.３  

●２００５年より第１次事業を開始 
  今年度は以下の事業を実施 
 －第１１次事業：４月１６日～６月７日（居住地域その５） 
 －第１２次事業：６月１４日～７月１９日（道路その１） 
           ７月２６日～８月３０日（道路その２） 
 －第１３次事業：１０月７日～１１月１７日（河川） 
 
 
 

第13次事業をもって蓮花泡事業は終了 

３ 

吉林 

敦化 琿春 

蓮花泡 



居住地域 

蓮 花 泡 発 掘 ・ 回 収 実 施 状 況 

４ 

区 分 実施年度 

畑地 
２００５年度 
２００６年度 
２００８年度 

林地 
２００７年度 
２００８年度 
２００９年度 

畑地境界地帯 ２０１０年度 

草地 
２００９年度 
２０１０年度 

居住地域 ２０１１年度 

一部居住地域 
河川・道路 

２０１２年度 

道路 

河川 

総面積：55.1ha 



Ｎo.３ 蓮花泡現場（河川） 

５ 

河川の改変 

発掘した砲弾 砲弾の検知 

堰き止め 排水 仮水路 



佳木斯市事業 

佳木斯 

６ 

Ｎo.４ 

現場地図 

１２００ｍ 
４００ｍ 

１ 現在の状況 

（１）２０１１年１１月に止水壁工事の工法検討に必要な地形、 

  地質等の基礎情報調査を終了 

（２）止水壁の工法を検討中 

  （透水性試験等の追加調査が必要） 

 

２ 今後の予定 
  次年度追加調査を実施して、止水壁の適用工法をさらに 
 検討する。 

 



回収事業（Ｘ線鑑定等） Ｎｏ.５  

寿陽 
● 

● 

● 

７ 

北部回収事業（Ⅹ線鑑定）（寿陽、龍井） 
６月１２日～７月２１日 
●寿陽保管庫に保管されていた砲弾の内、再鑑定が必要な２６発を鑑定 
●龍井保管庫に保管されている砲弾の内、Ｘ線鑑定が必要な７４０発を鑑定 
 
南部回収事業（Ｘ線鑑定）（広州） 
１１月２１日～１２月１４日 
● 広州保管庫に保管されている７９発を鑑定 

北部 

南部 

龍井 

広州 



Ｎo.５ Ｘ線鑑定現場（広州） 

８ 

外観鑑定 

Ｘ線鑑定 

外観鑑定 

Ｘ線鑑定 



９ 

黒龍江省 

琿春 
吉林省 

２０１３年度中国各地域の発掘・回収事業実施箇所 

敦化 ● ● 

Ｎｏ．１ 

Ｎｏ．２ 

佳木斯 ● 

Ｎｏ．３ 



１０ 

２０１３年度中国各地域の発掘・回収事業実施予定 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

2

3

2013年 2014年

佳木斯

琿春

No.

敦化
(天馬公司)

年月

国

慶

節

事業

春

節

工事基本計画の検討

Ａ地区（その2）アクセス道路建設

○琿春－ ４月～７月 アクセス道路建設 
     － ８月～９月 発掘・回収 

400m 



１１ 
      

○敦化（天馬公司）  － 外務省調査（砲弾発見情報に基づく調査） 
              － 外務省調査後、時期を検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○佳木斯        － 地質調査・揚水試験等を実施 
 
  （地質調査：ボーリング）                   （揚水試験） 

ボーリング 



平成２５年３月１３日（水） 
 第１１回遺棄化学兵器処理事業に関する有識者会議 

資料４ 

平成２５年度遺棄化学兵器廃棄処理事業 

に係る予算（案）について      



平成２５（２０１３）年度 遺棄化学兵器廃棄処理事業に係る予算（案）のポイント 

 廃棄処理事業運営費                                            １,７３４百万円    

  業務委託等に必要な経費                                                                

 ハルバ嶺事業等関連経費                                         ８,９４４百万円 

  吉林省ハルバ嶺における発掘・回収及び試験廃棄処理設備の運転等に要する経費   

 その他各地事業関連経費                                        １０,１９６百万円 

   ・中国各地において発見される遺棄化学兵器の発掘・回収等に要する経費 
         コンシュン           ジャムス 

    （吉林省琿春市、黒龍江省佳木斯市 等） 
 
   ・移動式処理設備による廃棄処理等に要する経費 
                                       セッカソウ 
   （南部：湖北省武漢 等 北部：河北省石家荘 等） 

  

 平成２５(２０１３)年度予算（案） 平成２４(２０１２)年度予算額 対前年度増△減額 対前年度増△減比率 

     ２１,１２５百万円       ２０,７８７百万円       ＋ ３３８百万円       ＋ ２％ 

 

 １ 事業の進ちょく等を踏まえつつ、事業を進める上で必要な経費を要求            

２ 予算（案）の主な内容            

１ 

※ 平成２３(２０１１)年度 当初予算額 ２１,９２２百万円  執行額 １８,１１２百万円 



平成２５（２０１３）年度 遺棄化学兵器廃棄処理事業に係る予算（案） 

  
平成２４（２０１２） 

年度予算額 

平成２５（２０１３） 
年度予算（案） 

比較増△減額 

 廃棄処理事業運営費 1,696,478 1,733,686 ＋ 37,208 

 ハルバ嶺事業等関連経費 7,718,573 8,943,765 ＋ 1,225,192 

 その他各地事業関連経費 11,103,178 10,195,615 △ 907,563 

 事務費 268,768 252,380 △ 16,388 

合        計 20,786,997 21,125,446 ＋ 338,449 

（単位：千円） 

 

２ 



資料５ 

      そ の 他 

平成２５年３月１３日（水） 
 第１１回遺棄化学兵器処理事業に関する有識者会議 



1 

平成２４年度委託費契約実績一覧   

（項）遺棄化学兵器廃棄処理事業費　　（目）遺棄化学兵器廃棄処理事業等委託費 (25年１月末現在）

当初契約 23.4.1 5,335,771,314 随意契約 　

23年度 2,195,289,627 　

24年度 3,140,481,687 ２年国債

 

当初契約 24.4.2 1,106,300,000 随意契約  

 

 　

 

 

当初契約 23.2.14 517,461,000 随意契約  

24歳出化額 218,921,200

５年国債

(23.2.14～27.3.31)

当初契約 22.8.2 5,145,000,000 一般競争入札 　

24歳出化額 1,947,915,254 （３社）

５年国債

(22.8.2～27.3.31)

当初契約 23.8.16 41,827,075 一般競争入札  

40,994,810 （５社）

当初契約 22.8.2 5,743,500,000 一般競争入札  

24歳出化額 2,200,145,850 （２社）

５年国債

(22.8.2～27.3.31)

 

当初契約 22.8.2 6,077,400,000 一般競争入札  

24歳出化額 2,748,335,100 （２社）

５年国債

(22.8.2～27.3.31)

 

当初契約 23.3.30 344,400,000 一般競争入札

24歳出化額 112,478,520 （２社）

５年国債

(23.3.30～27.3.31)

当初契約 23.8.3 112,727,922 一般競争入札 　

112,727,922 （４社）

6

23年からの繰越

9 ハルバ嶺の試験廃棄処理設備等の輸送に関する業務 株式会社日新

ハルバ嶺事業

3
南部移動式処理事業における低濃度モニタリングに関する業
務

№ 件　　　　　　　　　　　名

23年からの繰越

発掘・回収等

移動式処理事業

株式会社神戸製鋼所

5 中国北部の移動式処理設備等の輸送に関する業務 株式会社日新

委託先選
定方法等 備　　　　　考

契約金額
（単位：円）

年割額

契約年月日

7
ハルバ嶺の遺棄化学兵器廃棄処理（加熱爆破方式）事業に関
する業務

川崎重工業株式会社

4
中国各地域における遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）業
務（北部）

中国遺棄化学兵器の発掘・回収、廃棄処理等に関する業務

ハルバ嶺の遺棄化学兵器廃棄処理（制御爆破方式）事業に関
する業務

委託契約相手方

1 株式会社シーソック

株式会社神戸製鋼所

株式会社神戸製鋼所

2
中国各地域における遺棄化学兵器廃棄処理（移動式処理）業
務（南部）

株式会社神戸製鋼所

8
ハルバ嶺事業における遺棄化学兵器のＸ線鑑定装置及び砲弾
管理システムに関する業務

株式会社神戸製鋼所



2 

当初契約 24.4.5 630,630,000 一般競争入札 3/8-3/26　公告

当初契約 24.4.5 142,065,000 一般競争入札 3/8-3/26　公告

当初契約 24.4.9 341,250,000 一般競争入札 3/15-4/3　公告

当初契約 24.4.5 223,756,155 一般競争入札 3/8-3/26　公告

当初契約 24.4.10 57,540,000 一般競争入札 3/9-3/26　公告

（２社）

 

当初契約 23.4.18 34,650,000 一般競争入札  

23,281,772

当初契約 24.4.5 45,570,000 一般競争入札 3/1-3/22　公告

№ 件　　　　　　　　　　　名 委託契約相手方 契約年月日
契約金額
（単位：円）

委託先選
定方法等 備　　　　　考

その他コンサル

中国遺棄化学兵器処理事業の映像記録作成業務

移動式処理事業における監理支援等業務

株式会社ＪＰＭ

株式会社キノックス

14
中国遺棄化学兵器の発掘・回収及び廃棄処理事業に伴うモニ
タリング・分析に関する技術的支援等業務

日本環境株式会社

15

フジミコンサルタント株式会社

中国ハルバ嶺遺棄化学兵器処理事業に関する周辺環境観測
点の維持管理及び統合等にかかる業務

日本エマージェンシーアシスタ
ンス株式会社

（株）小笠原計器製作所

12
中国遺棄化学兵器の発掘・回収及び廃棄処理事業に関する施
設建設等準備業務

中国遺棄化学兵器処理事業における医療体制の整備・検討業
務

13

10

中国遺棄化学兵器の発掘・回収事業に伴う、河川、海洋関連
工事に関する技術的支援等業務

フジミコンサルタント株式会社

16

23年からの繰越

11



３ 

【参考】 

平成２４年度内閣官房・内閣府本府調達改善計画（遺棄化学兵器処理担当室関係部分抜粋） 

 国民に対し、質の高い公共サービスをより効率的に提供するために、内閣官房・内閣府本府においては組織全体で調達の改善に取り組むこととしている。 
 内閣官房・内閣府本府では、平成２２年度において、全体で約1,300億円規模の調達を実施しているところであり、平成２３年度及び平成２４年度もほぼ同規模の調
達を実施することが見込まれている。 
 平成２４年度については、これまでの手続きを重視した調達の適正化の取組から、調達する財・サービスの性質に応じた、調達の適切性、透明性の確保、効率性
の向上等を目指し、公共サービス改革プログラムにおいて提言された取組等を行うとともに、内閣官房・内閣府本府の主要経費及び庁費類を中心に調達改善を図る
こととする。 
 その具体的な調達改善の取組内容、目標等について、以下のとおり調達改善計画を定める。 

 １．調達改善の取組内容 

  ２）主要経費における調達の見直し 

    内閣官房・内閣府本府における以下の主要経費（上位５経費）をはじめとして調達の見直しを行い経費の削減を目指す。 

     ◎特殊かつ専門性が高い２経費（842 億円※うち国債599 億円） 

 当該経費（宇宙関係経費、遺棄化学関係経費）にかかる個々の契約案件については、特殊で専門性が高い仕様となっているため、引き続き調達の事前
審査及び事後検証について外部有識者等の意見の活用等による経費の削減を目指す。 

平成24年度内閣官房・内閣府本府調達改善計画の上半期自己評価の結果の報告（評価対象期間：平成24年4月１日～9月30日） 

平成24年10月31日 

  内閣官房・内閣府本府 

   
①計画に盛り込まれた事項 

 

 
②上半期に実施した具体的取組 

 

 
③左記取組の効果 

    

  2）主要経費における調達の見直し     

  

◎特殊かつ専門性が高い2経費（842億円※
うち国債599億円）当該経費（宇宙関係経費、
遺棄化学関係経費）にかかる個々の契約案
件については、特殊で専門性が高い仕様と
なっているため、引き続き調達の事前審査
及び事後検証について外部有識者等の意
見の活用等による経費の削減を目指す。 

【遺棄化学関係経費】・随意契約案件について
価格交渉を行った際に、コンサルタント会社及
び事業参与の活用により経費の適正性の確
保に努めた。・来年度以降に予定される契約
案件について、調達アドバイザーから価格交
渉の助言等をいただいた。 

随意契約案件について価格交渉を
行った結果、当初提示額に比べ8,036
千円の削減が図られた。 

  


